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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縦方向に延びる両側縁および縦方向の前方と後方に向けられる前端縁と後端縁を有する
吸収体が設けられた吸収性物品において、
　前記吸収体は、本体部分と、前記本体部分の肌側表面の両側部に重ねられた対を成す重
ね部分とを有し、前記重ね部分は、縦方向に延びる折返し部を介して前記本体部分から折
り返されて形成されており、
　前記重ね部分は、前記折返し部の両端部から前方および後方に向けて延びる前方延出部
および後方延出部を有し、この延出部は前記本体部分の側縁よりも内側に離れて位置して
おり、
　縦方向中心線から左右に等距離離れた位置に、前記吸収体と前記吸収体の肌側表面に重
ねられた表面シートとが一緒に圧縮された縦方向に延びる一対の圧縮部が形成されており
、
　前記圧縮部は、前記前方延出部および後方延出部では、それぞれの延出部に重なる領域
に形成され、前記前方延出部と後方延出部の間では、前記圧縮部がそれぞれの重ね部分の
内縁部と縦方向中心線との間に形成されていることを特徴とする吸収性物品。
【請求項２】
　前記前方延出部および後方延出部の外縁部およびこの外縁部に対向する本体部分の側縁
は、前記本体部分と前記重ね部分とを分離した切断縁部であり、前記外縁部は、前記折返
し部の両端部から前方および後方に向かうにしたがって縦方向中心線に接近する請求項１
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記載の吸収性物品。
【請求項３】
　前記前方延出部および後方延出部の外縁部は、本体部分の側縁に向けて膨らむ曲線形状
であり、前記本体部分の前記外縁部と対向する側縁は、前記外縁部に向けて膨らむ曲線形
状である請求項１または２記載の吸収性物品。
【請求項４】
　両重ね部分の対向する内縁部は、互いに平行で縦方向へ直線状に延びている請求項１な
いし３のいずれか１項に記載の吸収性物品。
【請求項５】
　左右の前記圧縮線の間で前後に間隔を空けた位置に、前記吸収体と前記表面シートとが
圧縮された前方圧縮線および後方圧縮線が形成されており、前記両圧縮線と前記前方圧縮
線および前記後方圧縮線とで囲まれた中央部分に、前記吸収体と前記表面シートとの間に
位置する液案内体が設けられている請求項１ないし４のいずれか１項に記載の吸収性物品
。
【請求項６】
　前記本体部分と前記重ね部分は、共にパルプを有する吸収コアと、この吸収コアを包む
親水性シートとを有している請求項１ないし５のいずれか１項に記載の吸収性物品。
【請求項７】
　前記重ね部分に高吸水性ポリマーが含まれており、前記重ね部分では、前記前方延出部
および後方延出部における前記吸収コアと高吸水性ポリマーを合わせた目付けよりも、前
記前方延出部および後方延出部を除く部分での前記目付けの方が大きい請求項６記載の吸
収性物品。
【請求項８】
　縦方向に延びる両側縁および縦方向の前方と後方に向けられる前端縁と後端縁を有する
平坦な吸収基材を用い、縦方向に間隔を空けて前記吸収基材の両側縁から縦方向中心線に
向けて前方切断線と後方切断線を形成し、
　前記前方切断線および前記後方切断線を、前記縦方向中心線に向かうにしたがって他方
の切断線に接近する傾斜切断線とし、
　前記前方切断線の終端と前記後方切断線の終端とを結ぶ線またはその付近を折返し部と
して、前方切断線と後方切断線および側縁とで囲まれた部分を肌側表面に折り返して、本
体部分およびこの本体部分の肌側表面の両側部に折り返された対を成す重ね部分を有する
吸収体を形成し、
　前記吸収体の肌側表面に表面シートを重ねて前記吸収体と表面シートとを一緒に圧縮し
た圧縮部を形成し、前記圧縮部を、前記前方切断線の終端より前方、および前記後方切断
線の終端より後方において、前記重ね部分と重なる位置に形成し、前記前方切断線の終端
より後方で前記後方切断線の終端より前方では、それぞれの重ね部分の内縁部と縦方向中
心線との間に形成して吸収性物品を組み立てることを特徴とする吸収性物品の製造方法。
【請求項９】
　前記傾斜切断線を、縦方向中心線に向けて膨らみを有する曲線形状に形成する請求項８
記載の吸収性物品の製造方法。
【請求項１０】
　前記吸収基材の両側縁部を、互いに平行で且つ縦方向へ直線状に延びたものとし、その
結果、前記重ね部分の互いに対向する内縁部を、互いに平行で縦方向に向けて直線状に延
びたものとする請求項８または９記載の吸収性物品の製造方法。
【請求項１１】
　前記重ね部分を前記本体部分の肌側表面に折り返した後に、前記本体部分と前記重ね部
分とを接着する請求項８ないし１０のいずれか１項に記載の吸収性物品の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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本発明は失禁患者などが下着の内側に装着する失禁パッド、女性の生理時に経血を吸収す
る生理用ナプキン、小児用または介護用などの使い捨ておむつなどの吸収体を有する吸収
性物品に関する。
【０００２】
【従来の技術】
失禁パッド、生理用ナプキン、使い捨ておむつなどの吸収性物品は、これに与えられた排
泄液を速やかに吸収し、横方向への液洩れを防止することが望まれている。
【０００３】
以下の特許文献１には使い捨ておむつに関する発明が開示されている。この使い捨ておむ
つは、平坦な吸収性本体の肌側表面の左右両側に、縦方向に延びる封じ込めバリアーが横
方向に間隔を空けて配置されている。前記封じ込めバリアーは、吸収性本体に適するのと
同じ吸収性材料で形成できることが記載されている。
【０００４】
特許文献２にはおむつに関する発明が開示されている。この発明では、長方形状のおしめ
主体両側部を肌側表面に向けて折り曲げ、おむつ主体の左右両側に縦方向に延びる一対の
側壁部が形成されている。
【０００５】
前記特許文献１および特許文献２に記載の発明は、いずれもおむつの肌側表面に左右両側
部に吸収機能を有するバリアーまたは側壁部を配置することによって、おむつに与えられ
た排泄液の横漏れを防止できるようにしている。
【０００６】
【特許文献１】
特表２００１－５０５８０３号公報
【特許文献２】
実開平２－３０３２６号公報
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、前記特許文献１に記載の発明は、左右両側に位置する封じ込めバリヤーを吸収性
本体と別の部材としているため、おむつの組み立て工程において、封じ込めバリアーを吸
収性本体の上に個別に位置決めしなくてはならず、組み立て作業において位置決めのため
の工程が必要になり、量産性に適さない。
【０００８】
特許文献２に記載のものは、おしめ主体の両側部を折り畳むだけで一対の側壁部を形成で
きる。しかし、おしめ主体の両側部を単純に折り畳んだ構造であるため、おしめ主体は、
左右両側縁部が互いに平行な形状にしかならない。左右両側縁部が平行に延びるおしめ主
体は、股間部において両側の大腿部の間にフィットしにくい形状である。また、おしめ主
体の前方部分と後方部分の幅寸法を広くできないため、股間部の前後において排泄液の吸
収機能範囲を広く確保できず、前後への排泄液の洩れが心配になる。
【０００９】
また、前記側壁部がおしめ主体の全長に渡って設けられているため、おしめ主体の柔軟性
が乏しく、股間部の前方と後方において前記側壁部が身体に違和感を与えやすい。
【００１０】
本発明は前記従来の課題を解決するものであり、左右両側部への液洩れを防止しやすく、
しかも身体の股間部にフィットしやすい吸収性物品を提供することを目的としている。
【００１１】
また本発明は、前記吸収性物品を容易に製造できる製造方法を提供することを目的として
いる。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、縦方向に延びる両側縁および縦方向の前方と後方に向けられる前端縁と後端
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縁を有する吸収体が設けられた吸収性物品において、
　前記吸収体は、本体部分と、前記本体部分の肌側表面の両側部に重ねられた対を成す重
ね部分とを有し、前記重ね部分は、縦方向に延びる折返し部を介して前記本体部分から折
り返されて形成されており、
　前記重ね部分は、前記折返し部の両端部から前方および後方に向けて延びる前方延出部
および後方延出部を有し、この延出部は前記本体部分の側縁よりも内側に離れて位置して
おり、
　縦方向中心線から左右に等距離離れた位置に、前記吸収体と前記吸収体の肌側表面に重
ねられた表面シートとが一緒に圧縮された縦方向に延びる一対の圧縮部が形成されており
、
　前記圧縮部は、前記前方延出部および後方延出部では、それぞれの延出部に重なる領域
に形成され、前記前方延出部と後方延出部の間では、前記圧縮部がそれぞれの重ね部分の
内縁部と縦方向中心線との間に形成されていることを特徴とするものである。
【００１３】
この吸収性物品では、吸収体の左右両側部を折り曲げることにより重ね部分が形成されて
いるため、両側部での液洩れを防止しやすい。また、重ね部分の延出部の両側に本体部分
が左右に広がっているため、この本体部分が股間部の前方や後方で身体に柔軟に追従して
フィットしやすく、また前方部分や後方部分での排泄液の吸収範囲を広くできる。
【００１４】
　本発明では、前記延出部の外縁部およびこの外縁部に対向する本体部分の側縁が、前記
本体部分と前記重ね部分とを分離した切断縁部であり、前記外縁部は、前記折返し部の両
端部から前方および後方に向かうにしたがって縦方向中心線に接近するものである。
【００１５】
本発明の好ましい形態では、前記延出部の外縁部は、本体部分の側縁に向けて膨らむ曲線
形状であり、前記本体部分の前記外縁部と対向する側縁は、前記外縁部に向けて膨らむ曲
線形状である。
【００１６】
このような形状にすると、吸収体の両側縁部が凹曲線部分を有するようになって大腿部の
内面にフィットしやすくなる。なお、本発明では、前記延出部の外縁部および本体部分の
側縁が直線形状などであってもよい。
【００１７】
さらに本発明では、両重ね部分の対向する内縁部は、互いに平行で縦方向へ直線状に延び
ていることが好ましい。
【００１８】
重ね部分の内縁部が直線形状であると、両側の重ね部分の間において排泄液を封じ込める
領域を前後に同じ幅で長く確保でき、排泄液の横漏れを有効に防止できるようになる。
【００２０】
また本発明は、前記本体部分と前記重ね部分は、共にパルプを有する吸収コアと、この吸
収コアを包む親水性シートとを有しているものである。
【００２１】
前記構成では、本体部分と重ね部分との間に親水性シートが存在することになり、本体部
分と重ね部分との重なり部の剛性を高くでき、吸収体の両側部を縒れにくい構造にできる
。また排泄液が親水性シートを伝わって、本体部分と重ね部分の間に導かれ、本体部分と
重ね部分との間で排泄液を保持できるようになる。
【００２２】
　また、本発明は、前記重ね部分に高吸水性ポリマーが含まれており、前記重ね部分では
、前後の前記延出部における前記吸収コアと高吸水性ポリマーを合わせた目付けよりも、
前記延出部を除く部分での前記目付けの方が大きいものとして構成できる。
【００２３】
前記のように構成すると、重ね部分の前記延出部を除く部分での液の吸収能力が高くなっ
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て、液の横洩れを防止しやすくなる。
【００２４】
本発明では、前記重ね部分に、目付けが７０ｇ／ｍ2以上の高吸水性ポリマーが含まれて
いることが好ましく、また、１つの重ね部分の幅寸法の最大値は、前記折返し部での吸収
体の幅寸法の最小値に対して、０．１倍以上で０．３倍以下であることが好ましい。
【００２５】
このような数値範囲とすると、重ね部分が液の横漏れ遮断機能を有効に発揮でき、また両
側の重ね部分で挟まれた中央領域に多くの排泄液を留めることができるようになる。
【００２６】
　次に本発明の吸収性物品の製造方法は、縦方向に延びる両側縁および縦方向の前方と後
方に向けられる前端縁と後端縁を有する平坦な吸収基材を用い、縦方向に間隔を空けて前
記吸収基材の両側縁から縦方向中心線に向けて前方切断線と後方切断線を形成し、
　前記前方切断線および前記後方切断線を、前記縦方向中心線に向かうにしたがって他方
の切断線に接近する傾斜切断線とし、
　前記前方切断線の終端と前記後方切断線の終端とを結ぶ線またはその付近を折返し部と
して、前方切断線と後方切断線および側縁とで囲まれた部分を肌側表面に折り返して、本
体部分およびこの本体部分の肌側表面の両側部に折り返された対を成す重ね部分を有する
吸収体を形成し、
　前記吸収体の肌側表面に表面シートを重ねて前記吸収体と表面シートとを一緒に圧縮し
た圧縮部を形成し、前記圧縮部を、前記前方切断線の終端より前方、および前記後方切断
線の終端より後方において、前記重ね部分と重なる位置に形成し、前記前方切断線の終端
より後方で前記後方切断線の終端より前方では、それぞれの重ね部分の内縁部と縦方向中
心線との間に形成して吸収性物品を組み立てることを特徴とするものである。
【００２７】
前記のように切断線を形成することにより、重ね部分を容易に形成でき、また重ね部分の
前方部分または後方部分に、本体部分のみで形成された広い面積の吸収領域を形成できる
ようになる。
【００２８】
また、好ましくは、前記傾斜切断線を、縦方向中心線に向けて膨らみを有する曲線形状に
形成するものである。
【００２９】
また、前記吸収基材の両側縁部を、互いに平行で且つ縦方向へ直線状に延びたものとし、
その結果、前記重ね部分の互いに対向する内縁部を、互いに平行で縦方向に向けて直線状
に延びたものとするものである。
【００３０】
さらに好ましく吸収性物品の製造方法は、前記重ね部分を前記本体部分の肌側表面に折り
返した後に、前記本体部分と前記重ね部分とを接着するものである。
【００３１】
【発明の実施の形態】
以下本発明の吸収性物品の実施の形態として失禁パッド１について説明するが、本願発明
の吸収性物品の用途を、前記失禁パッド１の他に生理用ナプキンや使い捨ておむつとする
ことも可能である。以下の実施の形態で示す失禁パッド１は、出産直後の女性や軽度の失
禁患者が、下着の内側で股間部に装着して使用するものであり、尿を吸収する機能を有し
ている。
【００３２】
以下の失禁パッド１では身体の排泄部に向けられる側を「肌側」、失禁パッド１の前記排
泄部に向く表面または失禁パッド１を構成する各部材の前記排泄部に向く表面を「肌側表
面」と呼ぶ。また「肌側」と逆の側を「着衣側」、「肌側表面」と逆向きの表面を「着衣
側表面」と呼ぶ。
【００３３】
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また股間部に装着したときに身体の背部側から下腹部に向けて延びる中心線を縦方向中心
線Ｏｙ－Ｏｙとし、吸収体の重ね部分を縦方向に二分する中心線を横方向中心線Ｏｘ－Ｏ
ｘとして説明する。
【００３４】
図１は失禁パッド１を示す斜視図、図２は前記失禁パッド１を肌側表面から見た平面図、
図３は失禁パッド１を構成する各部材を分離して示す断面図、図４は失禁パッド１の構造
を示す図２のＩＶ－ＩＶ線での断面図である。なお、図４は、表面シートと吸収体および
液案内体などの各部材の細かな構造を省略して記載した断面図である。
【００３５】
図５（Ａ）（Ｂ）は前記失禁パッド１に用いられている吸収体２０の構造およびその製造
方法を示す平面図、図６（Ａ）（Ｂ）、図７（Ａ）（Ｂ）、および図８（Ａ）（Ｂ）は吸
収体２０の構造およびその製造方法を実施の形態別に示す断面図である。
【００３６】
図１と図２に示すように、失禁パッド１の全体形状は、縦方向に延びる右側縁１ａと左側
縁１ｂ、縦方向の前方に向けられる前端縁１ｃと後端縁１ｄを有している。右側縁１ａと
左側縁１ｂは、縦方向中心線Ｏｙ－Ｏｙに向けて膨らむ凹曲線形状であり、失禁パッド１
は、横方向基準線Ｏｘ－Ｏｘで幅寸法が短く、それよりも前方と後方に向けて幅寸法が徐
々に広くなる形状である。また前端縁１ｃは前方に向けて膨らむ突曲線形状であり、後端
縁１ｄは、後方に向けて膨らむ突曲線形状である。
【００３７】
図３と図４に示すように、失禁パッド１は、着衣側に液不透過性の裏面シート２が設けら
れ、この裏面シート２の着衣側表面に、縦方向に帯状に帯びる感圧接着剤層３，３が設け
られている。失禁パッド１を使用する前では、前記感圧接着剤層３，３が離型シートで保
護されている。
【００３８】
裏面シート２の上には吸収体２０が設置され、吸収体２０の肌側表面の中央部分に液案内
体４が設置される。液案内体４の上には液透過性の表面シート５が配置されている。表面
シート５は第１表面シート５ａとこの第１表面シート５ａの着衣側に重ねられた第２表面
シート５ｂを有している。第１表面シート５ａは、裏面シート２よりも幅寸法が短く、第
２表面シート５ｂは第１表面シート５ａよりもさらに幅寸法が短い。また第１表面シート
５ａおよび第２表面シート５ｂのそれぞれの前端と後端は、前記前端縁１ｃと後端縁１ｄ
に一致している。
【００３９】
前記表面シート５よりも左右両側には、一対のサイドシート６，６が設けられている。こ
のサイドシート６，６の、縦方向中心線Ｏｙ－Ｏｙに向く側部には、折畳み部６ａ，６ａ
が形成されており、この折畳み部６ａ，６ａの内部に縦方向に延びる弾性部材７が挟まれ
て固定されている。
【００４０】
図４に示すように、前記第１表面シート５ａの左右両側部は、前記サイドシート６，６の
着衣側表面に接着されている。吸収体２０から左右両側に外れる両側部では、前記裏面シ
ート２とサイドシート６，６とが接着されている。また吸収体２０から前後に外れる前部
および後部では、前記裏面シート２と前記表面シート５とが接着されている。また、前記
裏面シート２と吸収体２０、吸収体２０と液案内体４、および液案内体４と第２表面シー
ト５ｂは、必要に応じてホットメルト型接着剤により、液透過を阻害しない範囲で接着さ
れている。
【００４１】
図２に示すように、縦方向中心線Ｏｙ－Ｏｙから左右に等距離を空けた位置に縦方向に延
びる側方圧縮部１１，１１が形成され、左右の側方圧縮部１１と側方圧縮部１１との間で
は、前後に距離を空けて前方圧縮部１２と後方圧縮部１３が形成されている。図４に示す
ように、前記側方圧縮部１１，１１と、前方圧縮部１２および後方圧縮部１３において、
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前記表面シート５と吸収体２０とが一緒に加圧され且つ加熱されて圧縮されて、溝が形成
されている。前記液案内体４は、側方圧縮部１１，１１および前方圧縮部１２と後方圧縮
部１３とに囲まれた範囲内に配置されている。
【００４２】
図２に示すように、側方圧縮部１１，１１および前方圧縮部１２と後方圧縮部１３とに囲
まれた中央領域では、肌側表面に多数の液透過孔１４が現れている。この液透過孔１４は
、表面シート５の第１表面シート５ａと第２表面シート５ｂを貫通して形成されている。
あるいは前記液透過孔１４が、表面シート５を貫通して液案内体４の内部まで延びていて
もよい。
【００４３】
前記サイドシート６，６の折畳み部６ａ，６ａは、その頂部が右側縁１ａと左側縁１ｂに
向かうように折られている。図１に示すように、失禁パッド１の肌側表面の前部と後部に
おいて、折畳み部６ａ，６ａが肌側表面に倒された状態で接着されて固定部８，８が形成
されている。それぞれの折畳み部６ａは、前記固定部８と固定部８との間で、前記弾性部
材７の弾性伸縮力が縦方向に作用している。その結果、失禁パッド１は前端縁１ｃと後端
縁１ｄが接近するように肌側表面が凹状となるように変形しようとし、このとき、前記固
定部８と固定部８との間に存在している前記折畳み部６ａ，６ａが肌側表面から立ち上が
って、防漏壁１６，１６が形成される。
【００４４】
次に、前記吸収体２０の構造について、その製造方法と共に説明する。
図５（Ａ）は吸収基材１２０を示し、図５（Ｂ）は前記吸収基材１２０から形成された前
記吸収体２０を示しており、それぞれ肌側から見た平面図である。図６（Ａ）は図５（Ａ
）のＡ－Ａ線での断面図、図６（Ｂ）は図５（Ｂ）のＢ－Ｂ線での断面図である。
【００４５】
図６（Ａ）（Ｂ）に示すように、前記吸収基材１２０および吸収体２０は、吸収コア３１
とこの吸収コア３１を包む親水性シート３２とを有している。前記吸収コア３１は、パル
プと高吸水性ポリマー（ＳＡＰ）との混合体、またはパルプの層と高吸水性ポリマーの層
とを積層した積層体である。前記親水性シート３２は、ティッシュペーパ（吸収性紙）な
どである。
【００４６】
図５（Ａ）および図６（Ａ）に示す吸収基材１２０は、厚みが全体において均一で平坦な
ものであり、右側縁１２０ａと左側縁１２０ｂ、および前方に向く前端縁１２０ｃおよび
後方に向く後端縁１２０ｄを有している。右側縁１２０ａと左側縁１２０ｂは、互いに平
行であり、縦方向中心線Ｏｙ－Ｏｙと平行である。前端縁１２０ｃは、前方へ膨らむ突曲
線形状であり、後端縁１２０ｄは後方へ膨らむ突曲線形状である。
【００４７】
前記吸収基材１２０では、吸収コア３１の肌側表面と着衣側表面、および前記右側縁１２
０ａと左側縁１２０ｂにかけて親水性シート３２で包まれており、前端縁１２０ｃと後端
縁１２０ｄにおいて、吸収コア３１と親水性シート３２とが、一緒に突曲線形状に切断さ
れている。
【００４８】
前記吸収基材１２０の厚みおよび目付けは、前記のように全体において均一であってもよ
いが、後に説明する基端１２１ａ，１２１ａよりも前方部分および、基端１２２ａ，１２
２ａよりも後方部分が、中央部分よりも薄くまたは目付けが小さくなるように形成されて
いてもよい。
【００４９】
吸収体２０の製造方法の一工程において、前記吸収基材１２０に対して、右側縁１２０ａ
から縦方向中心線Ｏｙ－Ｏｙに向けて延びる前方切断線１２１と後方切断線１２２がそれ
ぞれ形成される。同様に、左側縁１２０ｂから縦方向中心線Ｏｙ－Ｏｙに向けて延びる前
方切断線１２１と後方切断線１２２がそれぞれ形成される。左右にそれぞれ位置する前方
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切断線１２１と前方切断線１２１は同じ形状であり、縦方向中心線Ｏｙ－Ｏｙを介して線
対称に位置している。また前方切断線１２１，１２１と、後方切断線１２２，１２２は同
じ形状であり、横方向中心線Ｏｘ－Ｏｘを介して線対称に位置している。
【００５０】
前方切断線１２１，１２１は、右側縁１２０ａと左側縁１２０ｂにそれぞれ基端１２１ａ
，１２１ａが位置し、縦方向中心線Ｏｙ－Ｏｙに向かうにしたがって後方切断線１２２，
１２２に徐々に接近する傾斜切断線である。または一部に前記傾斜切断線を含んでいる。
前方切断線１２１，１２１では、前記基端１２１ａ，１２１ａから終端１２１ｂ，１２１
ｂまで、吸収コア３１と吸収性シート３２とが一緒に切断されている。
【００５１】
同様に、後方切断線１２２，１２２も、右側縁１２０ａと左側縁１２０ｂにそれぞれ基端
１２２ａ，１２２ａが位置し、縦方向中心線Ｏｙ－Ｏｙに向かうにしたがって前方切断線
１２１，１２１に徐々に接近する傾斜切断線である。または一部に前記傾斜切断線を含ん
でいる。そして、後方切断線１２２，１２２では、前記基端１２２ａ，１２２ａから終端
１２２ｂ，１２２ｂまで、吸収コア３１および吸収性シート３２が一緒に切断されている
。
【００５２】
前記前方切断線１２１，１２１および後方切断線１２２，１２２の前記傾斜切断線は、共
に縦方向中心線Ｏｙ－Ｏｙに向かって膨らむ突曲線形状である。この実施の形態では、前
方切断線１２１と後方切断線１２２が、共に基端１２１ａ，１２２ａから終端１２１ｂ，
１２２ｂにかけて、所定曲率半径Ｒの円弧曲線である。
【００５３】
右側の前方切断線１２１の終端１２１ｂと後方切断線１２２の終端１２２ｂとを結ぶ仮想
線（図示せず）は、前記縦方向中心線Ｏｙ－Ｏｙと平行であり、左側の前方切断線１２１
の終端１２１ｂと後方切断線１２２の終端１２２ｂとを結ぶ仮想線（図示せず）も、前記
縦方向中心線Ｏｙ－Ｏｙと平行である。
【００５４】
右側の前記前方切断線１２１と後方切断線１２２および右側縁１２０ａとで囲まれた部分
１２３Ａを、前記仮想線を境として吸収基材１２０の肌側表面に折り返し、同様に、左側
の前方切断線１２１と後方切断線１２２および左側縁１２０ｂとで囲まれた部分１２３Ｂ
を、前記仮想線を境として吸収基材１２０の肌側表面に折り返す。前記部分１２３Ａと１
２３Ｂのそれぞれを折り返すことにより、図５（Ｂ）に示す吸収体２０が形成される。
【００５５】
吸収体２０では、右側において折り返された前記部分１２３Ａが重ね部分２３Ａとなり、
左側において折り返された前記部分１２３Ｂが重ね部分２３Ｂとなる。また吸収基材１２
０から折り返されずに残った部分が本体部分２１である。この吸収体２０は、本体部分２
１の肌側表面の左右両側に重ね部分２３Ａと重ね部分２３Ｂが積層されたものとなる。
【００５６】
図５（Ｂ）に示す吸収体２０では、右側の重ね部分２３Ａと本体部分２１との境界部で右
側方に向く縁部を折返し部２２ａとし、左側の重ね部分２３Ｂと本体部分２１との境界部
で左側方に向く縁部を折返し部２２ｂとする。前記折返し部２２ａと折返し部２２ｂは直
線形状であり、縦方向中心線Ｏｙ－Ｏｙと平行である。
【００５７】
前記重ね部分２３Ａと本体部分２１、および重ね部分２３Ｂと本体部分２１は、液の透過
を妨げない範囲でホットメルト型接着剤で接着されている。
【００５８】
図５（Ｂ）に示すように、吸収体２０では、右側に直線状の前記折返し部２２ａが位置し
、この折返し部２２ａの前方の端部２２ｃから前方へ向けて、本体部分２１の湾曲側縁２
１ａおよびこれに連続する直線側縁２１ｃが現れている。また、前記折返し部２２ａの後
方の端部２２ｄから後方に向けて、本体部分２１の湾曲側縁２１ｂおよび直線側縁２１ｄ
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が現れている。
【００５９】
同様に、吸収体２０の左側には、折返し部２２ｂの前方の端部２２ｅを起点として、本体
部分２１の湾曲側縁２１ｅと直線側縁２１ｇが前方に延びており、折返し部２２ｂの後方
の端部２２ｆを起点として、本体部分２１の湾曲側縁２１ｆと直線側縁２１ｈが後方に延
びている。
【００６０】
前記折返し部２２ａ、前方の湾曲側縁２１ａと直線側縁２１ｃ、および後方の湾曲側縁２
１ｂと直線側縁２１ｄが、吸収体２０の右側縁となる。また、前記折返し部２２ｂ、前方
の湾曲側縁２１ｅと直線側縁２１ｇ、および後方の湾曲側縁２１ｆと直線側縁２１ｈが、
吸収体２０の左側縁となる。
【００６１】
前記吸収体２０は、前記右側縁と左側縁とが対向する範囲において、前記折返し部２２ａ
と折返し部２２ｂとの間の幅寸法Ｗａが最も短く、前方の直線側縁２１ｃと直線側縁２１
ｇとの間の幅寸法Ｗｂおよび後方の直線側縁２１ｄと直線側縁２１ｈとの間の幅寸法Ｗｃ
が共に前記幅寸法Ｗａよりも広くなっている。
【００６２】
この実施の形態では、前記幅寸法Ｗｂと幅寸法Ｗｃが同じである。ただし、股間部の後方
から臀部にかけての広い範囲で液を吸収する失禁パッドや生理用ナプキンまたは使い捨て
おむつの場合には、前記幅寸法Ｗｃが幅寸法Ｗｂよりも広くてもよい。この場合に、横方
向中心線Ｏｘ－Ｏｘから吸収体２０の前端縁２０ａまでの長さ寸法よりも、横方向中心線
Ｏｘ－Ｏｘから後端縁２０ｂまでの長さ寸法を長くしたものであってもよい。
【００６３】
図５（Ｂ）に示す吸収体２０の、前方の前記湾曲側縁２１ａと湾曲側縁２１ｅは、図５（
Ａ）に示す前方切断線１２１，１２１によって、部分１２３Ａと１２３Ｂを分離した際に
形成された切断縁部である。また後方の前記湾曲側縁２１ｂと湾曲側縁２１ｆは、前記後
方切断線１２２，１２２によって、部分１２３Ａ，１２３Ｂを切断する際に形成された切
断縁部である。また、吸収体２０の、右側の直線側縁２１ｃと直線側縁２１ｄは、吸収基
材１２０の右側縁１２０ａの一部が残されたものであり、吸収体２０の左側の直線側縁２
１ｇと直線側縁２１ｈは、吸収基材１２０の左側縁１２０ｂの一部が残されたものである
。
【００６４】
また、図５（Ｂ）に示す吸収体２０の前端縁２０ａと後端縁２０ｂは、それぞれ吸収基材
１２０の前端縁１２０ｃおよび後端縁１２０ｄそのものである。
【００６５】
前記湾曲側縁２１ａ，２１ｂ，２１ｅ，２１ｆは、縦方向中心線Ｏｙ－Ｏｙに向けて膨ら
む凹曲線形状であり、その曲率半径は、前方切断線１２１，１２１と後方切断線１２２，
１２２の曲率半径Ｒにほぼ一致している。前記直線側縁２１ｃ，２１ｄ，２１ｇ，２１ｈ
は、縦方向中心線Ｏｙ－Ｏｙと平行な直線である。また前端縁２０ａと後端縁２０ｂは、
前方と後方へ膨らむ突曲線形状である。
【００６６】
右側の前記重ね部分２３Ａは、前記折返し部２２ａと同じ縦方向寸法を有する中央部２６
Ａおよび、前記折返し部２２ａの前方の端部２２ｃよりも前方へ延びる前方延出部２７Ａ
と、前記折返し部２２ａの後方の端部２２ｄよりも後方へ延びる後方延出部２８Ａを有し
ている。また、左側の重ね部分２３Ｂも、同様に中央部２６Ｂと、前方延出部２７Ｂおよ
び後方延出部２８Ｂを有している。
【００６７】
前記前方延出部２７Ａおよびその外縁部２３ａは、本体部分２１の前記湾曲側縁２１ａよ
りも縦方向中心線Ｏｙ－Ｏｙに向けて離れて位置しており、前記外縁部２３ａと前記湾曲
側縁２１ａとの間には、本体部分２１のみが現れている。前記外縁部２３ａは、図５（Ａ
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）に示す前方切断線１２１で本体部分２１から分離される際に形成された切断縁部である
。よって、前記外縁部２３ａは、湾曲側縁２１ａに向かって膨らむ突曲線形状であり、そ
の曲率半径は前記Ｒとほぼ一致している。後方延出部２８Ａおよび外縁部２３ｂと湾曲側
縁２１ｂとの関係は、前記前方延出部２７Ａと同じである。また、左側の前方延出部２７
Ｂとその外縁部２３ｃ、および後方延出部２８Ｂとその外縁部２３ｄに関しても前記と同
じである。
【００６８】
右側の重ね部分２３Ａの内縁部２３ｅおよび、左側の重ね部分２３Ｂの内縁部２３ｆは、
縦方向に直線状に延びて、互いに平行であり、また縦方向中心線Ｏｙ－Ｏｙと平行である
。この内縁部２３ｅと内縁部２３ｆは、図５（Ａ）に示す吸収基材１２０の右側縁１２０
ａと左側縁１２０ｂの一部分によって形成されている。
【００６９】
図３および図４に記載のように、前記吸収体２０を用いて失禁パッド１が組み立てられる
が、このとき、前記液案内体４は、吸収体２０の重ね部分２３Ａの内縁部２３ｅと、重ね
部分２３Ｂの内縁部２３ｆとの間において、本体部分２１の肌側表面に重ねられるように
配置される。
【００７０】
　図２に示す前方圧縮部１２と後方圧縮部１３は、前記内縁部２３ｅと内縁部２３ｆとの
間に形成される。また、側方圧縮部１１，１１は、横方向中心線Ｏｘ－Ｏｘの付近におい
ては、前記内縁部２３ｅと内縁部２３ｆとの間に形成され（図４参照）、それよりも前後
では、重ね部分２３Ａの前方延出部２７Ａと後方延出部２８Ａ、および重ね部分２３Ｂの
前方延出部２７Ｂと後方延出部２８Ｂに重なる領域に形成されている。
【００７１】
次に、前記各部材を形成する素材の一例を説明するが、本発明は以下の素材に限定される
ものではない。
【００７２】
前記吸収体２０の吸収コア３１は、パルプとＳＡＰとで形成される。パルプとＳＡＰとの
配合は、吸収すべき排泄液の種類などに応じて任意に設定可能であるが、吸収すべき排泄
液が尿の場合には、パルプとＳＡＰとの配合質量比が、３：７～７：３の範囲で調整され
る。吸収体２０の吸収性シート３２は、ティッシュペーパ（吸収性紙）である。
【００７３】
また、重ね部分２３Ａでは中央部２６ＡでのパルプとＳＡＰとを合わせた目付けが、前方
延出部２７Ａと後方延出部２８ＡでのパルプとＳＡＰを合わせた目付けよりも大きいこと
が好ましい。同様に、重ね部分２３Ｂにおいても、中央部２６ＢでのパルプとＳＡＰを合
わせた目付けが、前方延出部２７Ｂと後方延出部２８ＢでのパルプとＳＡＰを合わせた目
付けよりも大きいことが好ましい。図５（Ｂ）では、パルプとＳＡＰの目付けが大きい部
分を破線で囲んで示している。
【００７４】
前方延出部２７Ａ，２７Ｂと後方延出部２８Ａ，２８Ｂの目付けを小さくすることにより
、この部分が身体の股間部に合わせて自由に変形しやすくなり、中央部２６Ａ，２６Ｂの
目付けを比較的大きくすることにより、液の横漏れを防止できるようになる。
【００７５】
吸収体２０のＳＡＰおよびパルプの目付けは、吸収すべき排泄液の種類や全体の大きさに
応じて任意に選択可能であるが、前記実施の形態のように尿の吸収を目的とした失禁パッ
ド１の場合、重ね部分２３Ａ，２３Ｂの中央部２６Ａ，２６ＢにおけるＳＡＰの目付けは
７０ｇ／ｍ2以上が好ましい。上限は特に規定されないが、例えば３５０ｇ／ｍ2以下であ
る。また前記中央部２６Ａ，２６ＢでのパルプとＳＡＰの目付けの合計は１４０ｇ／ｍ2

以上が好ましく、その上限は例えば７００ｇ／ｍ2である。
【００７６】
図５（Ｂ）に示す吸収体２０の幅寸法Ｗａに対するそれぞれの重ね部分２３Ａ，２３Ｂの
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幅寸法は、０．１倍以上で０．３倍以下が好ましい。前記範囲であれば、重ね部分２３Ａ
と重ね部分２３Ｂとの間に与えられる尿などの排泄液が、側方へ洩れるのを防止しやすい
。
【００７７】
前記吸収体２０の幅寸法Ｗａは、４０～１００ｍｍ程度であり、幅寸法ＷｂまたはＷｃは
、前記幅寸法Ｗａの１．２倍以上であることが好ましい。またそれぞれの重ね部分２３Ａ
，２３Ｂの中央部２６Ａ，２６Ｂの縦方向の長さ寸法Ｌａに対し、それぞれの延出部２７
Ａ，２７Ｂ，２８Ａ，２８Ｂの縦方向の長さ寸法Ｌｂが、０．２倍以上であることが好ま
しい。例えば前記長さ寸法Ｌａは４０ｍｍ以上であり、さらに好ましくは５０ｍｍ以上で
ある。
【００７８】
液案内体４は、尿などの液をその自重で吸収体２０に到達させることができるものであり
、芯部がポリプロピレンで鞘部がポリエチレンの芯鞘型複合合成繊維や、芯部がポリエチ
レンテレフタレートで鞘部がポリエチレンの芯鞘型複合合成繊維などのような親水処理さ
れた熱融着可能な繊維で形成されたエアースルー不織布で構成される。前記実施の形態の
失禁パッド１では、エアースルー不織布を２枚重ねとし、さらにこれが３層となるように
折り畳まれたものが使用される。
【００７９】
前記液案内体４を用いることで、失禁パッド１の肌側表面の中央部分が嵩高になり、すな
わち左右の重ね部分２３Ａと２３Ｂとで挟まれた部分を嵩高にでき、前記中央部分と身体
の排泄部との間に隙間が形成されにくくなる。
【００８０】
第１表面シート５ａと第２表面シート５ｂは、エアースルー不織布であり、例えば第１表
面シート５ａの目付けが２５ｇ／ｍ2であり、第２表面シート５ｂの目付けが２０ｇ／ｍ2

である。
【００８１】
サイドシート６は疎水性あるいは撥水処理された不織布であり、例えばエアースルー不織
布、スパンボンド不織布、またはスパンボンド不織布とメルトブローン不織布とが積層さ
れて固着された複合不織布などが使用される。
【００８２】
次に、前記失禁パッド１の液吸収機能を説明する。
この失禁パッド１は、裏面シート２の表面に設けられた感圧接着剤層３，３を介して下着
のクロッチ部の内側に固着されて、女性の股間部に設置される。この失禁パッド１では、
吸収体２０の左右両側に重ね部分２３Ａ，２３Ｂが設けられて、吸収体２０の左右両側部
分の目付けが大きくなっている。しかし、重ね部分２３Ａと２３Ｂの間には、クッション
性で内部を液が落下しやすい液案内体４が設けられているため、この液案内体４を有する
中央部分が嵩高となり、この部分が股間部の排泄部にフィットして、股間部に与える接触
感触が柔らかくなる。
【００８３】
また、重ね部分２３Ａと２３Ｂの前方には、前端縁１ｃに向かって幅寸法が徐々に小さく
なる先細り形状の前方延出部２７Ａ，２７Ｂが形成され、重ね部分２３Ａ，２３Ｂの後方
には、後端縁１ｄに向かって幅寸法が徐々に小さくなる先細り形状の後方延出部２８Ａ，
２８Ｂが形成されている。そのため、左右の重ね部分２３Ａと重ね部分２３Ｂとで挟まれ
た領域を縦方向に長く確保でき、しかも前方延出部２７Ａ，２７Ｂと後方延出部２８Ａ，
２８Ｂが股間部の湾曲形状に沿って変形しやすくなり、前方延出部２７Ａ，２７Ｂと後方
延出部２８Ａ，２８Ｂとが身体に違和感を与え難い。
【００８４】
また、前方延出部２７Ａ，２７Ｂの外縁部２３ａ，２３ｃの両外側に、幅広の本体部分２
１が位置している。この部分は軟質であり、股間部の前方および下腹部において、左右に
広い範囲で柔軟に変形してフィットできるようになる。
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【００８５】
同様に、後方延出部２８Ａ，２８Ｂの左右両側にも、本体部分２１のみが左右に広がって
いるため、失禁パッド１の後方部分が股間部の後方から臀部にかけて柔軟に変形してフィ
ットしやすくなる。
【００８６】
しかも、重ね部分２３Ａと重ね部分２３Ｂの対向縁部である内縁部２３ｅと内縁部２３ｆ
が互いに平行で縦方向に長く延びているため、前後の長い範囲に渡って、重ね部分２３Ａ
と重ね部分２３Ｂとが排泄液の横方向への洩れを有効に防止するように機能できる。
【００８７】
すなわち、この失禁パッド１は、吸収体２０の左右に設けられた重ね部分２３Ａと重ね部
分２３Ｂとの対向領域が、縦方向に長く形成されているにもかかわらず、吸収体２０の左
右両側縁の形状は、失禁パッド１の両側の側縁１ａと１ｂに相似な凹曲線形状となってい
る。したがって大腿部の間の股間部形状に倣うことができ、しかも横漏れ防止機能の高い
ものとなっている。
【００８８】
排泄された尿は、表面シート５を透過し、液案内体４を自重で落下して吸収体２０の本体
部分２１および左右の重ね部分２３Ａ，２３Ｂに吸収される。このとき液案内体４を透過
した尿は重ね部分２３Ａと重ね部分２３Ｂとの間に留められて側方へ洩れ難くなる。パル
プとＳＡＰで形成された吸収体２０は、初期に比較的多くの液を吸収すると、その後は液
の吸収速度が低下するが、初期に液を吸収することにより、左右の重ね部分２３Ａ，２３
Ｂが膨張して、重ね部分２３Ａ，２３Ａの表面と、本体部分２１の表面との段差を高く維
持できる。よってその後に与えられた液を前記段差内で貯水でき、多量の尿が与えられた
ときにも横洩れを十分に防止できるようになる。
【００８９】
図７（Ａ）（Ｂ）と図８（Ａ）（Ｂ）は、前記失禁パッド１に用いられる吸収体２０の第
２の実施の形態および第３の実施の形態を示すものであり、図７と図８の（Ａ）は、図６
（Ａ）と同じ状態を示しており、図７と図８の（Ｂ）は図６（Ｂ）と同じ状態を示してい
る。
【００９０】
図７（Ａ）に示す吸収基材１４０は、図５（Ａ）に示した吸収基材１２０と平面形状およ
び前方切断線１２１と後方切断線１２２の切り込み形状が同じである。
【００９１】
図７（Ａ）に示す吸収基材１４０では、前方切断線１２１の終端１２１ｂと後方切断線１
２２の終端１２２ｂとを結ぶ仮想線に沿って縦方向に延びる薄肉部１４１，１４１が形成
されている。この薄肉部１４１，１４１は、その部分の吸収コア３１の目付けを減少させ
、あるいは加圧エンボス加工することにより形成されている。
【００９２】
図７（Ｂ）は前記吸収基材１４０から形成された吸収体４０を示しているが、吸収基材１
４０を前記薄肉部１４１，１４１の部分を介して折り返すことにより、本体部分２１に重
ね部分２３Ａ，２３Ｂを重ねやすくできる。
【００９３】
図８（Ａ）に示す吸収基材１６０は、図５（Ａ）に示した吸収基材１２０と平面形状およ
び前方切断線１２１と後方切断線１２２の切り込み形状が同じである。
【００９４】
図８（Ａ）に示す吸収基材１６０では、前方切断線１２１の終端１２１ｂと後方切断線１
２２の終端１２２ｂとを結ぶ仮想線部分から両側縁にかけて、吸収コア３１の目付けを減
少させた薄肉部１６１，１６１が形成されている。
【００９５】
図８（Ｂ）は前記吸収基材１６０から形成された吸収体６０を示しているが、吸収基材１
６０は、前記薄肉部１６１，１６１の部分で折り返りやすくなる。また本体部分２１の目
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付けよりも重ね部分２３Ａ，２３Ｂの目付けを小さく調整することができる。
【００９６】
【実施例】
以下において、吸収体の前記重ね部分２３Ａ，２３Ｂの好ましい寸法および好ましい目付
けを求める測定を行った。
【００９７】
図９に示すように、試験用の吸収体２２０の本体部分２２１は、平面形状が長方形であり
、幅寸法Ｗ１を７０ｍｍ、縦方向の長さ寸法を２６０ｍｍとした。重ね部分２２３Ａ，２
２３Ｂは、前記本体部分２２１の横方向中心線を中心として縦方向にＬｘｍｍの範囲に設
けた。この重ね部分２２３Ａ，２２３Ｂの平面形状は長方形とした。
【００９８】
吸収コア３１はパルプとＳＡＰを質量比で１：１の割合で混合させたものを使用し、親水
性シート３２は目付けが１６ｇ／ｍ2のティッシュペーパを使用した。
【００９９】
バックシート２０２は液遮断性の樹脂フィルムを使用した。
第１表面シート２０５ａは、繊維長が５１ｍｍで、繊度が２．２ｄｔｅｘの鞘部がポリエ
チレンで芯部がポリエチレンテレフタレートの芯鞘型複合合成繊維で形成した目付けが２
５ｇ／ｍ2のエアースルー不織布を使用し、第２表面シート２０５ｂとして、繊維長が５
１ｍｍで、繊度が４．４ｄｔｅｘの鞘部がポリエチレンで芯部がポリプロピレンの芯鞘型
複合合成繊維で形成した目付けが２０ｇ／ｍ2のエアースルー不織布を使用した。
【０１００】
前記第１表面シート２０５ａと第２表面シート２０５ｂは、シート間にホットメルト型接
着剤を塗布し、さらに点状に配列するピンエンボスで接合した。また中央の縦１４５ｍｍ
で横５４ｍｍの部分に、ピンエンボスで液透過孔を形成した。液透過孔の開孔径は０．５
～１．５ｍｍで、開孔面積率は３０～６０％であった。
【０１０１】
裏面シート２０２と吸収体２２０、および吸収体２２０と表面シート２０５とを、目付け
２ｇ／ｍ2のホットメルト型接着剤で接着し、以下の実施例および比較例とした。
【０１０２】
（１）実施例および比較例
（ａ）重ね部分２２３Ａ，２２３Ｂの幅寸法Ｗ２を１３ｍｍ、長さＬｘを５０ｍｍとし、
吸収体の目付けのみを相違させた比較例と実施例を示す。なお、以下の実施例と比較例に
おいてＳＡＰとパルプの目付けの比は１：１である。
【０１０３】
（比較例１）
本体部分２２１と重ね部分２２３Ａ，２２３ＢにおけるＳＡＰの目付けを、共に５０ｇ／
ｍ2とした。
【０１０４】
（実施例１）
本体部分２２１と重ね部分２２３Ａ，２２３ＢにおけるＳＡＰの目付けを、共に７０ｇ／
ｍ2とした。
【０１０５】
（実施例２）
本体部分２２１と重ね部分２２３Ａ，２２３ＢにおけるＳＡＰの目付けを、共に２００ｇ
／ｍ2とした。
【０１０６】
（実施例３）
本体部分２２１と重ね部分２２３Ａ，２２３ＢにおけるＳＡＰの目付けを、共に３５０ｇ
／ｍ2とした。
（ｂ）本体部分２２１と重ね部分２２３Ａ，２２３Ｂの目付けを、ＳＡＰが７０ｇ／ｍ2
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、パルプが７０ｇ／ｍ2とし、重ね部分２２３Ａ，２２３Ｂの長さＬｘを５０ｍｍとし、
幅寸法Ｗ１に対する幅寸法Ｗ２の倍率を変化させた比較例と実施例を示す。
【０１０７】
（比較例２）
幅寸法Ｗ２を、幅寸法Ｗ１の０．０５倍とした。
【０１０８】
（比較例３）
幅寸法Ｗ２を、幅寸法Ｗ１の０．５倍とした。
【０１０９】
（実施例４）
幅寸法Ｗ２を、幅寸法Ｗ１の０．１倍とした。
【０１１０】
（実施例５）
幅寸法Ｗ２を、幅寸法Ｗ１の０．３倍とした。
（ｃ）本体部分２２１と重ね部分２２３Ａ，２２３Ｂの目付けを、ＳＡＰが７０ｇ／ｍ2

、パルプが７０ｇ／ｍ2とし、重ね部分２２３Ａ，２２３Ｂの幅寸法Ｗ２を幅寸法Ｗ１の
０．１倍とした。そして、長さＬｘを変化させた比較例と実施例を示す。
【０１１１】
（比較例４）
前記長さＬｘを３０ｍｍとした。
【０１１２】
（実施例６）
前記長さＬｘを４０ｍｍとした。
【０１１３】
（実施例７）
前記長さＬｘを５０ｍｍとした。
【０１１４】
（実施例８）
前記長さＬｘを６０ｍｍとした。
【０１１５】
（実施例９）
前記長さＬｘを１００ｍｍとした。
【０１１６】
（実施例１０）
前記長さＬｘを２００ｍｍとした。
（ｄ）本体部分２２１と重ね部分２２３Ａ，２２３Ｂの目付けを、ＳＡＰが７０ｇ／ｍ2

、パルプが７０ｇ／ｍ2とし、重ね部分２２３Ａ，２２３Ｂの幅寸法Ｗ２を幅寸法Ｗ１の
０．３倍とした。そして、長さＬｘを変化させた比較例と実施例を示す。
【０１１７】
（比較例５）
前記長さＬｘを３０ｍｍとした。
【０１１８】
（比較例６）
前記長さＬｘを４０ｍｍとした。
【０１１９】
（実施例１１）
前記長さＬｘを５０ｍｍとした。
【０１２０】
（実施例１２）
前記長さＬｘを６０ｍｍとした。
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【０１２１】
（実施例１３）
前記長さＬｘを１００ｍｍとした。
【０１２２】
（実施例１４）
前記長さＬｘを２００ｍｍとした。
【０１２３】
（２）測定方法
前記各実施例と比較例において、第１表面シート２０５ａの平面での中心部に、高さ３０
ｍｍを空けて、人工尿（２０リットルの水道水に、尿素を４００ｇ、塩化ナトリウムを１
６０ｇ、７水和物の硫酸マグネシウムを１６ｇ、２水和物の塩化カルシウムを６ｇ溶解し
たもの）を、ビュレットで、１０ｃｃ／秒の速さで滴下した。６秒間で６０ｃｃ滴下し、
その後の１０分間において人工尿が比較例または実施例から横方向へ洩れ出たかを確認す
る。１０分経過後にさらに６秒間で６０ｃｃ滴下し、人工尿が洩れ出たかを確認する。そ
して１０分経過後に、６秒間で６０ｃｃの滴下の３回目を行う。
【０１２４】
（３）結果
前記各実施例は、３回目の滴下から１０分経過しても洩れは発生しなかったが、比較例は
３回目の滴下に至る前の時点、あるいは３回目の滴下後に洩れを発見した。
【０１２５】
以上から、重ね部分（特に延出部を除いた中央部）におけるのＳＡＰの目付けは７０ｇ／
ｍ2であることが好ましく、幅寸法Ｗ２はＷ１の０．１倍以上で０．３倍以下が好ましい
。また長さＬｘは４０ｍｍ以上であることが好ましく、さらに好ましくは５０ｍｍ以上で
ある。
【０１２６】
【発明の効果】
以上のように本発明の吸収性物品は、吸収体の左右両側に折り返された重ね部分を前後に
長くしたときに、重ね部分の前方部分と後方部分に本体部分のみを幅広に設けることがで
きる。したがって、身体の股間部にフィットしやすく、しかも横漏れを有効に防止できる
ようになる。
【０１２７】
また本発明の吸収性物品の製造方法は、吸収体において折り返された重ね部分が前後に長
く延びる形状を容易に形成できるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の吸収性物品である失禁パッドを示す斜視図、
【図２】前記失禁パッドを肌側から見た平面図、
【図３】前記失禁パッドの構成部材を分離して示す断面図、
【図４】前記失禁パッドの断面図であり、図２のＩＶ－ＩＶ線の断面図、
【図５】（Ａ）は吸収基材の平面図、（Ｂ）は吸収基材から形成された吸収体の平面図、
【図６】（Ａ）は、図５（Ａ）のＡ－Ａ線の断面図、（Ｂ）は図５（Ｂ）のＢ－Ｂ線の断
面図、
【図７】（Ａ）は吸収基材の第２の実施の形態を示す断面図、（Ｂ）は吸収体の第２の実
施の形態を示す断面図、
【図８】（Ａ）は吸収基材の第３の実施の形態を示す断面図、（Ｂ）は吸収体の第３の実
施の形態を示す断面図、
【図９】実施例と比較例の構成を示す断面図、
【符号の説明】
１　失禁パッド
１ａ，１ｂ　側縁
１ｃ　前端縁
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１ｄ　後端縁
２　裏面シート
４　液案内体
５　表面シート
６　サイドシート
２０　吸収体
２０ａ　前端縁
２０ｂ　後端縁
２１　本体部分
２１ａ，２１ｂ，２１ｅ，２１ｆ　湾曲側縁
２１ｃ，２１ｄ，２１ｇ，２１ｈ　直線側縁
２２ａ，２２ｂ　折返し部
２３Ａ，２３Ｂ　重ね部分
２３ａ，２３ｂ，２３ｃ，２３ｄ　外縁部
２３ｅ，２３ｆ　内縁部
２６Ａ，２６Ｂ　中央部
２７Ａ，２７Ｂ　前方延出部
２８Ａ，２８Ｂ　後方延出部
１２０　吸収基材
１２０ａ，１２０ｂ　側縁
１２０ｃ　前端縁
１２０ｄ　後端縁
１２１　前方切断線
１２２　後方切断線

【図１】 【図２】
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